

























    （……さえ……だから，……なんて言わずもがなである。） 
文型 2:「连／居然……，亏你（亏他）／想不到还……呢。」 
     （……さえ……である，その上……かい（なんて）。） 
    （沈家煊…………） 
 沈家煊（2001:483）の記述を根拠に上の二つの文型の構成過程を明らか
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文型 2 の主要表現小文の名詞句は「大袈裟」に言う必要があるとも述べる。 
複文で用いられる接続副詞“还” 203 
［否定文］ 
        主要表現小文       文脈小文 
文型 1:  “控え目还……呢，别提／何况／更……了。” 
                             （推論） 
          文脈小文      主要表現小文 
        “别提／何况／更……了，控え目还……呢。” 
 
        文脈小文   主要表現小文 
文型 2:  “连／居然……，还大袈裟呢。” 
                           （非難，皮肉） 






にすると，文型 1 は依然として推論関係を表わすが，文型 2 が表わす意味
は［非難］，［皮肉］の意から［賛嘆］，［称賛］の意に転換した。 
［肯定文］ 
             主要表現小文       文脈小文 
文型 1:  “大袈裟还……呢，别提／何况／更……了。”  
（推論） 
             文脈小文       主要表現小文 
     “别提／何况／更……了，大袈裟还……呢。” 
 
       文脈小文   主要表現小文 
文型 2:  “连／居然……，还控え目呢。” 
                           （賛嘆，称賛） 
       主要表現小文     文脈小文 
     “还控え目呢……，连／居然……。” 














 （1）  `小车还通不过呢，就别提大车了。 
        （小型車でさえ通れないのだから，大型車など言わずもがなであ
る。） 
 （2）  连`平面几何还没学过呢，何况解析几何？ 
        （平面幾何も習っていないのだから，解析幾何はなおさらじゃな
いか？） 
 （3）  连`五千米还跑不了呢，一万米就更不行了。 
        （五千メートルさえ走り切れないのだから，一万メートルなんて










          すい。 
 課程の程度の基準:幾何を学ぶ時，平面幾何は解析幾何より先に学ぶ。 
 ジョギングの長さの基準:一定の体力は，五千メートルは一万メートルよ
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 ∼サエ 
 通ル ∼ガ  通過スル ∼ガ 
 （1’）  Lián’［xiǎochē，小车，￢得’｛小车，通’（小车）＆过’（小车）｝］ 
                       ナイ デキル  ∼ガ       ∼トイウコトヲ 
 アル      ∼ガ  ∼サエ                    ∼トイウ状態ニ 
 
 通ル ∼ガ   通過スル ∼ガ  
    → 别’【wǒ，提’［wǒ，￢得’｛大车，通’（大车）＆过’（大车）｝］】 
                 ナイ デキル ∼ガ         ∼トイウコトヲ 
提起スル ∼ガ                ∼トイウコトヲ 

























                                      
                                      










 次に分析する文は，文型 2 によって構成され，文脈小文が否定文になる
含意文である。 
 （4）  连这个字也不认得，亏你还上过`大学呢。 
     （この字さえ知らない，その上，君は大学に通ったのかい。） 
 （5）  英语都不会说，还在美国待了`五年呢。 
        （英語さえ話せない，その上，アメリカに五年住んだのかい。） 
 （6）  居然五千米都跑不了，还是`运动健将呢。 
     （なんと五千メートルさえ走り切れない，その上，スポーツチャ




p q p → q
1 1 1 
1 0 0 
0 1 1 
0 0 1 




























                        認識スル ∼ガ ∼ヲ 
 （4’）  【连’［nǐ，这个字，￢认得’｛你，认得’（你，字）｝］ 
                      ナイ アル ∼ガ   ∼トイウ状態ニ 
            アル ∼ガ ∼サエ                  ∼トイウ状態ニ 
 
ヨクモ 
 通ウ ∼ガ  至ル ∼ガ  ∼ニ     スル ∼ガ  
   ＆亏’［你，上’（你）＆dào’（你，大学）＆有’｛上’（你）＆dào’ 
 
    アル ∼ガ                      
 
    ［経験］ヲ 
（你，大学），过｝］】 




                      認識スル ∼ガ ∼ヲ 
    → 连’［nǐ，这个字，￢认得’｛你，认得’（你，字）｝］ 
                     ナイ アル ∼ガ    ∼トイウ状態ニ 




































p q p ＆ q
1 1 1 
1 0 0 
0 1 0 





















 （7）  `大车还通过了呢，就别提小车了。 
      （大型車でさえ通れたのだから，小型車など言わずもがなである。） 
 （8）  连`解析几何还学过呢，何况平面几何？ 
     （解析幾何さえ習ったことがあるのだから，平面幾何はなおさら
じゃないか？） 
 （9）  连`一万米还能跑呢，五千米就更行了。 
     （一万メートルさえ走れるのだから，五千メートルなんてなおさ
ら大丈夫である。） （沈家煊 2001:484） 
 （7）から（9）の前提は上の否定文と同様である。 
沈家煊（2001:486）の記述に基づき，語用論の観点から，これらの文の
p ＆ q p （p ＆ q） → p 
1 1 1 
1 0 0 
0 1 1 
0 0 1 








現命題 p を提供した後，再び文脈命題 q を述べる必要はなくなった。（（7）












                              走ル ∼ガ  ∼ヲ 
 （9’）  连’［wǒ，一万米，能’｛我，跑’（我，一万米）｝］ 
 デキル∼ガ ∼トイウコトヲ 
          アル ∼ガ ∼サエ ∼トイウ状態ニ 
 
ナオサラ 
                             走ル  ∼ガ ∼ヲ 
     →  更’［wǒ，能’｛我，跑’（我，五千米）｝］ 
 デキル∼ガ ∼トイウコトヲ 




















                                      
                                      









p q p → q
1 1 1 
1 0 0 
0 1 1 
0 0 1 
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3.2.「賛嘆を表わす含意文」 
 次に分析する文は，文型 2 によって構成され，文脈小文が肯定文になる
含意文である。 
 （10）  连这个字都认得，你还只上过`小学呢。 
     （この字さえ知っている，その上，あなたは小学校に通っただけ
だなんて。） 
 （11）  英语说得这么好，还从来没有`出过国呢。 
        （英語さえこんなに上手である，その上，今まで国を出たことが
ないなんて。） 
 （12）  居然五千米跑第一，还从来没练过`长跑呢。 
        （なんと五千メートルさえ一番になった，その上，今まで長距離































 走ル∼ガ ∼ヲ  得ル        ∼ガ 
 （12’） ｟居然’〖nǐ，Lián’【nǐ，五千米，跑’（你，五千米）＆dé’｛跑’（你，五千 
 
 アッタ ∼ガ ∼サエ 
 アッタ  ∼ガ 
 







               練習スル ∼ガ ∼ヲ スル    ∼ガ  ［経験］ヲ 
＆从来’【nǐ，￢有’［nǐ，练’（你，长跑）＆有’｛练’（你，长跑），过｝］】｠ 
     ナイ アル ∼ガ ∼トイウ状態ニ 
 アル  ∼ガ                     ∼トイウ状態ニ 
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   ナント 
       ∼サエ 
 走ル ∼ガ ∼ヲ      得ル     ∼ガ 
→  居然’〖nǐ,Lián’【nǐ，五千米，跑’（你，五千米）＆dé’｛跑’（你，五千 
 
 アッタ ∼ガ ∼サエ 
   アッタ ∼ガ 
 
                 ∼ヲ    スル       ∼ガ     ［完了］ヲ 
米），第一｝＆有’［dé’｛跑’（你，五千米），第一｝，le］】〗 
 
                                                     ∼トイウ状態ニ 































                                      











p q p ＆ q
1 1 1 
1 0 0 
0 1 0 
0 0 0 
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 （13）  小三儿高，小三儿比`书架还高呢！ 
   （三ちゃんは高い，三ちゃんを本棚の高さに例えてしまうのだから！） 
（沈家煊 2001:490） 
p ＆ q p （p ＆ q） → p
1 1 1 
1 0 0 
0 1 1 
0 0 1 
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       モツ  ∼ガ   ∼ヲ    モツ  ∼ガ  ∼ヲ 
 （13’）   有’（小三儿，［个子 1］）＆有’（［个子 1］，高） 
 
   ∼サエ 
          ∼ニ 
                  例エル ∼ガ     ∼ヲ 
←  Lián’【wǒ,shūjià，Bǎ’［wǒ，小三儿，比’｛我，有’（小三儿，［个子 1］）｝ 
 
  モタラス ∼ガ ∼ニ 
   アル  ∼ガ ∼サエ 
                ナル          ∼ガ          ∼ニ 
＆做’｛有’（小三儿，［个子 1］），有’（书架，［个子 2］）｝］】 
 
                    ∼トイウコトヲ 
                    ∼トイウ状態ニ 
（13’）の前件中の“Lián’【wǒ,shūjià，……”が「私が本棚さえ～と

















（14）  a.  长江比黄河长，比淮河就更长了。 
           （長江は黄河より長いので，淮河より更に長い。） 













 （14b’）  长江比淮河长，比`黄河还长呢。 
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        ∼ヨリ 
              モツ ∼ガ  ∼ヲ モツ ∼ガ     ∼ヲ 
（14b”）  比’［长江，淮河，有’（长江，［长短 1］）＆有’（淮河，［长短 2］）＆ 
 
     アル∼ガ  ∼ヨリ 
       比ベル ∼ト   ∼ヲ      モツ  ∼ガ  ∼ヲ 
       比’（［长短 2］，［长短 1］）＆有’（［长短 1］，长）］ 
                             
∼トイウ状態ニ 
   ∼サエ 
               ∼ニ        例エル ∼ガ     ∼ヲ 
←  Lián’【wǒ，Huánghé,Bǎ’［wǒ，Chángjiāng,比’｛我，有’（长江，［长短 1］）｝ 
          モタラス∼ガ ∼ニ 
   アル  ∼ガ ∼サエ 
 
 
     ナル     ∼ガ         ∼ニ 
＆zuò’｛有’（长江，［长短 1］），有’（黄河，［长短 3］）｝］】 
                           ∼トイウコトヲ 













短 1］）”が「長江が［長さ 1］を持つ」の意味を，“有’（淮河，［长短 2］）”
が「淮河が［長さ 2］を持つ」の意味を，“比’（［长短 2］，［长短 1］）”が「［長
さ 2］と［長さ 1］を比べる」の意味を，“有’（［长短 1］，长）”が「［長さ 1］
が長いという性質を持つ」の意味を，全体で“比’［长江，淮河，有’（长
江，［长短 1］）＆有’（淮河，［长短 2］）＆比’（［长短 2］，［长短 1］）＆有’
（［长短 1］，长）］”が「長江が淮河より長江が［長さ 1］を持つ，かつ，淮






 （15）  a.  他昨天来过，明天还来。     （未実現） 
      （彼は昨日来たが，明日また来る。） 
      b.  他昨天来过，今天又来了。    （既実現） 





 （15b’）  他昨天来过，`今天还来了呢。 
   （ⅰ.  彼は昨日来た，今日でさえ来たのだから。） 
    （ⅱ.  彼は昨日来た，その上，今日来たのかい。）（沈家煊 2001:490） 
上記のとおりメタ言語増量を表わす“还～呢”が用いられた場合，既実
現の動作の重複を表わす。沈家煊（2001:490）の説明に従えば，この文は
多義性があり，文型 1 としても文型 2 としても理解できる。文型 1 によっ
て解釈した場合，この文の前提は「彼が今日来る可能性は，昨日来る可能









 来ル ∼ガ  スル ∼ガ［経験］ヲ アル         ∼ガ ［昨日］ 
（15b’-ⅰ）来’（他）＆有’｛来’（他），过｝＆有’［有’｛来’（他），过｝，昨天］ 
 
 ∼サエ 来ル ∼ガ  スル ∼ガ［完了］ヲ    アル      ∼ガ 
←  Lián’【tā，今天，来’（他）＆有’｛来’（他），了｝＆有’［有’｛来’（他）， 
   アッタ∼ガ∼サエ 
 
         ［今日］ 
               了｝，今天］】 
               ∼トイウ状態ニ 
 




   来ル ∼ガ スル  ∼ガ ［完了］ヲ  アル    ∼ガ      ［今日］ 
 ＆  来’（他）＆有’｛来’（他），了｝＆有’［有’｛来’（他），了｝，今天］】 
 
   来ル ∼ガ スル  ∼ガ［経験］ヲ アル      ∼ガ      ［昨日］ 









 （16）  a.  我白天想，晚上也／还想。 
      （私は昼間思い，夜も／なお思う。） 
      b.  你想去，我也／*还想去。  







 （16b’）  你想去，`我还想去呢。 
（ⅰ.  あなたは行きたい，私でさえ行きたいのだから。） 
（ⅱ.  あなたは行きたい，その上，私は行きたいなんて。）（沈家煊 2001:491） 
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             行ク ∼ガ 
 （16b’-ⅰ）  想’｛你，去’（你）｝ 
        シタイ ∼ガ ∼トイウコトヲ 
∼サエ 
                              行ク ∼ガ 
     ←  Lián’［wǒ，我，想’｛我，去’（我）｝］ 
              シタイ ∼ガ ∼トイウコトヲ 
       アル   ∼ガ ∼サエ     ∼トイウ状態ニ 
 
              行ク ∼ガ         行ク ∼ガ 
 （16b’-ⅱ）  ［想’｛你，去’（你）｝ ＆ 想’｛我，去’（我）｝］ 
          シタイ ∼ガ ∼トイウコトヲ シタイ ∼ガ ∼トイウコトヲ 
 
                  行ク ∼ガ 
→  想’｛你，去’（你）｝ 
          シタイ ∼ガ ∼トイウコトヲ 
 
7． 命令文に対する「反響文」（echoing sentence）で用いられる“还” 
沈家煊（2001:491）は「重複であれ増補であれ命令文は“再”を用いる
ことができるが“还”を用いることはできない。」と述べる。例えば， 
 （17） 唱了一个，再唱一个！    *唱了一个，还唱一个！  （重複） 
    （一曲歌ったら，また一曲歌って！） 
        跳了一个舞，再唱一首歌！   *跳了一个舞，还唱一首歌！（増補） 







 （18）  a.（什么？唱了一个）还唱一个？ 
        （（えっ？一曲歌った）その上，一曲歌うのかい？） 
      b.（什么？跳了一个舞）还唱一首歌？ 






 歌ウ ∼ガ ∼ヲ  アル ∼ガ ∼ガ   スル     ∼ガ  ［完了］ヲ 
（18a’） ［唱’（wǒ，gē）＆有’（gē，一个）＆有’｛有’（gē，一个），了｝ 
 
  歌ウ  ∼ガ ∼ヲ   アル  ∼ガ  ∼ガ 
＆唱’（wǒ，gē）＆有’（gē，一个）］ 
 
 歌ウ ∼ガ ∼ヲ  アル ∼ガ ∼ガ  スル  ∼ガ  ［完了］ヲ 
    →  唱’（wǒ，gē）＆有’（gē，一个）＆有’｛有’（gē，一个），了｝ 
 
 踊ル ∼ガ ∼ヲ  アル ∼ガ ∼ガ   スル      ∼ガ［完了］ヲ 
（18b’） ［跳’（wǒ，舞）＆有’（舞，一个）＆有’｛有’（舞，一个），了｝ 
 
        歌ウ ∼ガ ∼ヲ  アル ∼ガ  ∼ガ 
      ＆唱’（wǒ，歌）＆有’（歌，一首）］ 
 
           踊ル  ∼ガ ∼ヲ アル  ∼ガ ∼ガ スル    ∼ガ［完了］ヲ 
    → 跳’（wǒ，舞）＆有’（舞，一个）＆有’｛有’（舞，一个），了｝ 
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